
 

船舶事故等調査報告書 

平成２３年４月２８日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１０横第１９２号 

事故等種類 衝突 

発生日時 平成２２年８月１６日 ０６時１０分ごろ 

発生場所 京浜港川崎第２区ＫＫ１錨地 神奈川県川崎市川崎東扇島防波堤西灯台か

ら真方位１０４°１,１８０ｍ付近 

（概位 北緯３５°２８.７′ 東経１３９°４５.８′） 

事故等調査の経過  平成２２年１０月１日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜事務

所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ ＬＰＧタンカー CRANE
ク レ ン

 RADIUS
ラディウス

（パナマ共和国籍）、３,３５５トン 

９４０２９８８（IMO 番号）、TRIO HAPPINESS. S.A. 

Ｂ 引船 出雲
いずも

丸、２４１トン 

   １４００８９、東京汽船株式会社、シビル・ポートサービス株式会

社 

Ｃ 油タンカー ブルーマリン、１３６トン 

   １３３４５７、タナカ海運有限会社  

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ、船長免状（パナマ共和国発給） 

Ｂ 船長Ｂ、五級海技士（航海） 

Ｃ 船長Ｃ、六級海技士（航海） 

 死傷者等 なし 

 損傷 Ａ 左舷後部外板に凹損  

Ｂ なし 

Ｃ 左舷後部ハンドレールに曲損 

 事故等の経過  Ａ船は、船長Ａほか１５人が乗り組み、京浜港川崎第２区に設けられた

ＫＫ１と称する危険物積載タンカー用錨地において錨泊中、Ｂ船は、船長

Ｂほか４人が乗り組み、水先人をＡ船に移乗させるため、機関を前進にか

けてＢ船の船首をＡ船の右舷後部にほぼ直角に接触させていたところ、Ａ

船の船尾が左舷方に移動し始めた。 

Ｃ船は、船長Ｃほか２人が乗り組み、Ａ船への潤滑油の移送作業を終

え、Ａ船の左舷側から離舷作業中、平成２２年８月１６日０６時１０分ご

ろ、Ａ船の左舷後部とＣ船の左舷後部とが衝突した。 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南、風力 ２ 

海象：海上 平穏 

 その他の事項 船長Ｂは、Ｃ船の存在について把握していなかったが、Ｂ船の船首部を

Ａ船の右舷後部にほぼ直角に接触させ、船首が離れないよう機関を前進に

かけているとき、Ａ船の船尾が左舷方に移動することは承知していた。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

Ａ なし、Ｂ あり、Ｃ なし 

Ａ なし、Ｂ なし、Ｃ なし 

なし 

 Ａ船は、京浜港川崎第２区で錨泊中、Ａ船に水



 

先人を乗船させるため、Ｂ船が機関を前進にかけ

て船首をＡ船の右舷後部に接触させていたとこ

ろ、Ａ船の船尾が左舷方に移動し、Ａ船の左舷後

部とＡ船の左舷側から離舷作業中のＣ船の左舷後

部とが衝突したものと考えられる。 

船長Ｂは、Ａ船の左舷側から離舷作業中のＣ船

に気付かなかったものと考えられる。 

原因  本事故は、京浜港川崎第２区において、Ａ船が錨泊中、Ｃ船がＡ船の左

舷側から離舷作業中、Ｂ船が機関を前進にかけてＡ船の右舷後部に接触さ

せていたため、Ａ船の船尾が左舷方に移動し、Ａ船の左舷後部とＣ船の左

舷後部が衝突したことにより発生したものと考えられる。 

 




